










まえがき

　われわれの生活様式が多様化するに伴い,あらゆる要因－たとえぱ薬物,食品,

環境汚染物質など－による先天異常の発生について,常に社会的に監視をつづ

ける必要があり,また,そのことは同時に,その要因を発見し,それを排除するた

め,検索されるべき条件をさがす疫学情報の手がかりを提供するものでなけれ

ばならない。もし,サリドマイド事件前に,このような監視機構が成立していた

ならぱ,その被害をより減少させたであろうという報告すら見られている。


